
昨
年
の
2
月
中
旬
頃
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
急
速
に
拡
大

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、「
人
権
機
関
有

田
川
」
の
活
動
も
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
し
た
。
総
会
は
も
ち
ろ
ん
、
映
画

会
や
講
演
会
、
そ
の
他
三
密
に
な
る
活
動

は
ほ
と
ん
ど
で
き
る
状
態
で
は
な
く
、
非

常
に
残
念
に
思
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
委
員
研
修
と
街
頭
啓
発
を
感
染
拡
大

に
影
響
し
な
い
範
囲
で
行
い
、「
人
権
」

の
大
切
さ
を
少
し
で
も
訴
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
が
救
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
な
ん
と
か
総
会
を
行
い
「
人

権
を
守
る
」
思
い
へ
の
意
識
を
な
お
一
層

高
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
か
な
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
ど
の
よ
う
な
小
さ
な
団
体
で

あ
れ
総
会
を
開
催
す
る
大
切
さ
を
今
年
ほ

ど
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
連
し
た
多
く
の
「
差
別
問

題
」
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ま
も

ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。
感
染
し
た
方
ま

た
は
そ
の
方
と
交
流
が
深
い
方
、
ク
ラ
ス

タ
ー
を
発
生
さ
せ
た
場
所
ま
た
は
そ
こ
へ

出
入
り
の
多
い
方
へ
の
人
権
侵
害
な
ど
、

多
く
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
三
密
に

「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」「
行
か
な
い
」

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
で
は「
人

権
機
関
有
田
川
」
の
活
動
も
制
限
さ
れ
ま

す
。
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
し
映
画

会
や
講
演
会
、
そ
の
他
啓
発
活
動
で
「
守

ろ
う
人
権
」
を
訴
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

皆
さ
ま
も
人
出
の
多
い
場
所
に
行
か
れ

る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
感

染
に
は
十
分
気
を
付
け
て
、
消
毒
や
マ
ス

ク
着
用
な
ど
を
徹
底
し
、
そ
し
て
私
た
ち

の
活
動
に
も
ご
理
解
賜
り
、
ご
協
力
い
た

だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
何
か
と
活
動
の
範
囲
を
広
げ

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川
副
会
長　

杉
澤 

純
次

こ
の
機
会
に
、
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

特
別
公
開
セ
ミ
ナ
ー

●
演
題
／
多
様
性
の
時
代
「
女
が
稼か
せ

ぐ
、

男
が
家か

事じ

る
、
い
い
じ
ゃ
な
い
か
！

～
男
性
学
の
視
点
か
ら
～
」

●
講
師
／
田
中 

俊
之
さ
ん
（
大
正
大
学

心
理
社
会
学
部
准
教
授
）

●
日
時
／
6
月
24
日
（
木
）
19
時
～
20
時

30
分

●
場
所
／
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛 

大
ホ
ー
ル

※
一
時
保
育
、
手
話
、
要
約
筆
記
は
6
月

12
日
（
土
）
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、
日
程
な
ど
変
更
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
和
歌
山
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
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ァ
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E-m
ail  libre@

sirius.ocn.ne.jp

人
権
機
関
有
田
川

活
動
の
大
切
さ
！

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

有田川町教育委員会　社会教育課
電話　　　22-4513
ファクス　32-4827

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 6 月 17 日（木）13:00~16:00
●場所／清水会館 1 階青年集会室

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570‐003‐110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

6
月
23
日(

水)

～
29
日(

火)

男
女
共
同
参
画
週
間

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

令
和
3
年
度
（
２
０
２
1
年
度
）

  

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
女
だ
か
ら
、
男
だ
か
ら
、

で
は
な
く
、
私
だ
か
ら
、

の
時
代
へ
。」

414広報ありだがわ　2021.6


